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第２回臨時教育委員会 会議録 

 

 日 時  令和４年８月１０日（水）（午後２時から） 

 場 所  甲州市役所２階 第１会議室 

 

一 出席した委員は次のとおりである。 

  教  育  長   小 林 俊 彦     職 務 代 理   石 川 順 子 

委     員   永 田 清 一     委     員   加 藤 幸 夫 

 

一 欠席した委員は次のとおりである。 

  委     員   田 口 由 季 

 

一 出席した者は次のとおりである。 

  教 育 総 務 課 長  雨 宮 邦 彦     教 育 総 務 課 Ｌ  廣 瀬   剛 

  指 導 主 事  那 須 栄 樹     指 導 主 事  岩 下 和 子 

  教 育 総 務 課 Ｌ  高 石 宏 満     事 務 担 当  望 月 仁 美 

   

一 欠席した者は次のとおりである。 

  （なし） 

 

一 会議に付された案件は次のとおりである。 

  日程第１ 塩山地域中学校再編について 

 

  



 

教育総務課Ｌ  ただいまから、甲州市教育委員会第２回臨時教育委員会を開催いたします。 

本日の当局出席者は、教育総務課職員のみとなりますので、よろしくお願いいたします。 

なお、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第３項の規定により規定の過半数を

満たしておりますので、臨時会は成立しております。よろしくお願いいたします。 

教育長あいさつ。小林教育長お願いいたします。 

教育長     皆様こんにちは。本日は臨時教育委員会ということで、出席は教育委員の皆様方と教育総務課

職員が出席のもと、行うこととなります。今、夏休みに入って２週間以上経過しましたが、新

型コロナウイルスの感染が厳しい状況の中にあります。その中ですけれども、中学の総体で新

聞紙面でも報告がされていますが、本当に子どもたちが一生懸命頑張っている様子が伺えます。

感染症対策を徹底して、無事に２学期が迎えられればな、という風に思っております。さて、

本日は、議事にお示ししてあります通り、日程第１ 塩山地域中学校再編についてということ

で、この後、中学校再編の取組について、どういう状況であるかということを教育委員の皆様

方にご報告し、今後、どういったことを考えていったらいいのかということについて、ご協議

をいただくことになります。是非、忌憚のないご意見、ご示唆をいただければありがたいと思

います。それでは、どうぞよろしくお願いいたします。 

教育総務課Ｌ  ありがとうございます。次に議事に入りますが、議長につきましては会議規則第７条の規定に

基づき、小林教育長にお願いをいたします。 

教育長     それでは本日の議事進行を務めさせていただきます。日程第１ 塩山地域中学校再編について、

事務局から経過説明をお願いいたします。 

教育総務課長  はい。それでは、日程第１ 塩山地域中学校再編につきまして、これまでの説明会、意見交換

会の内容について、改めてご報告させていただきます。別添の「塩山地域中学校再編について」

という資料の３ページからご覧いただきたいと思います。まず、昨年１２月７日から９日の３

日間で中学校区ごとの保護者説明会を甲州市民文化会館大ホールで行いました。参加人数につ

きましては、合計で１７１名でありました。次に４ページになります。延期となっておりまし

た、地区説明会を５月１２日、１９日、２０日の３日間、同じく甲州市民文化会館大ホールで

行いました。合計１２８名の参加でございました。５ページをご覧ください。７月に入りまし

て、１２月の保護者説明会で要望のありました小学校ごとの保護者説明会を、よりご意見をい

ただけるよう、意見交換会という形で７月１日、２日、６日、８日、２０日の５日間、小学校

ごとに行いました。参加人数は合計で１０４名でございました。意見交換会の状況につきまし

ては、塩山北中学区では再編については既に決定されたものとして、子どもの進路などを考え

る保護者が多く、塩山北中の存続希望を発言した方は、１名だけでありました。また、「松里中

と塩山北中は切り離してもらいたい」とか、再編前から塩山中学校への指定校変更を希望する

保護者が多数いたところであります。さらに、制服などの学校指定品の統一化や保護者の負担

軽減支援策の要望、スクールバスなどの通学手段の確保など、再編に前向きなご意見をいただ

いたところでございます。一方、松里中学区では、「学校は生徒だけのものではなく、地域のも

のである」、「地域づくりに重要な施設であり、まちづくりの観点から検討を望む」との意見や

「家族が松里中出身なので、再編に関わる子どもたちも再編には反対」、「現状の再編の進め方

自体に反対」などの意見や、塩山北中学区と同じく、通学方法や学校指定品などについての質

問もありました。しかしながら、松里中学区では、松里地区区長会が中心となり、住民アンケ

ートを行い、その結果を以て約７割の住民が反対をしているから令和７年４月の松里中学校の

統廃合を中止してもらいたいとの要望書が出されております。このような、区長会という公の

機関が「これが民意である」と言ってきておりますので、これを真摯に受け止め、再編の進め



方について検討しなければならないと考えております。なお、保護者意見交換会の後、７月   

２２日に塩山北中学区の区長様方と再編について意見交換会を行いました。反対意見はなく、

児童生徒の現状もご理解いただいており、今後の再編に向けて、通学方法の検討や保護者、子

どもたちに十分に寄り添った対応をお願いされたところであります。市内中学校を２校、１学

年２学級以上の基本方針に変更はございませんが、これらの状況を踏まえた上で再編の手法に

ついて、ご検討をお願いしたいと思います。以上で、経過の説明をさせていただきました。よ

ろしくお願いいたします。 

教育長     ただ今、塩山地域中学校再編の経過について説明がありました。それでですね、過日、鈴木市

長から「塩山地域の中学校再編について、現状の課題と今後の目指すべき方向性を共有するた

め総合教育会議を開催することとした。総合教育会議において、教育委員会の意見を伺いたい

ので、教育委員の皆さんと『今後の実施方針について』協議を行って欲しい。」との要請を受け

ました。これから、教育委員の皆様に協議をいただく訳ですが、本日と８月１７日の定例教育

委員会におきまして、教育委員会として塩山地域の再編についてどのように進めていくか、ご

意見をお伺いし、それを集約し、第２回総合教育会議において市長に報告したいと考えており

ますので、是非、ご理解いただきご協議をお願いいたします。 

それでは、先程の経過に続いて、再び事務局からの説明を求めます。 

教育総務課長  はい。それでは「塩山地域中学校再編の今後の対応について」という資料をご覧ください。 

目的といたしましては、今教育長もおっしゃいました第２回総合教育会議において、「塩山地

域の中学校再編の今後の実施方針について」教育委員会の意見として報告するため、現状の課

題や今後の目指すべき姿について協議を行うものでございます。現状につきましては、今、経

過報告の中でもお話させていただきました内容がここに書いてございます。２ページ目の課題

といたしまして、①これまでの塩山地域の四中学校を令和７年４月に再編する方針の基に再編

を進めることは、松里地域住民の意向を尊重していないと判断される心配がある一方、松里地

域住民の意向を全て受け入れることは、再編方針の撤回につながる可能性もある。②現少学６

年生児童の進路決定に影響が出ないよう早めの方針決定が必要である。私立中学校の入試募集

が例年１１月上旬から始まるためでございます。③塩山北中学区と松里中学区の再編に関する

意識、意向が、全く異なる段階にあり、両地区の意向を尊重しつつ、今後の協議を実施してい

く場合でも二つの視点での立ち位置からとなるため協議が煩雑化する恐れがある。④松里地区

区長会では、５月１２日の保護者説明会後、地域住民アンケートを実施し、要望書の提出がさ

れている。保護者意見交換会においても要望書の回答を求める声が寄せられたことを考えると、

要望書への明確な回答を示すことが先で、地域住民に理解を求めるための地区公民館等での説

明会の開催も理解を得られない可能性が高い。というものでございます。これらの課題も踏ま

えた上で、教育委員会としての意見の取りまとめをお願いしたいと思います。 

教育長     はい。説明が終わりましたので、教育委員の皆様方から、ご質問ご意見等を頂戴したいと思い

ますが、まずは、経過も含めまして、現状についてご質問ございますか。その後に、今課長が

申し上げた現状を基に整理した課題について、またご質問ご意見をいただきたいと思うのです

が、まずは現状について何かご質問ご意見ございますか。 

永田委員    はい。今、塩山北中学区の現状の報告を受けましたが、表立って統合してはならんという意見

はないし、ほぼ統合することに前向きな方向で住民の方たちも保護者の方たちもそういう流れ

ができているということで、そういった意味では統合の本来的な意味を理解されて、そういう

風に言っている。と、私は理解していますけれども。そこのところの、理解がしっかりしてい

ないと、松里中学区と塩山北中学区のそれぞれの考え方が、変なところでぶつかり合いをして

も困ると思います。それから、実は、塩山北中学区の人たちというのは、統合経験者です。保



護者も含めて。我々もそうです。統合して、あそこを学び舎として、母校として、現在に至っ

ています。しかも、地域は広いのですが、生徒数が非常に少ないということで、子どもたちの

部活動も含めた色々な状況を考えると、このままでいいのかな、と真剣に考えられて、非常に

貴重な判断をしているのかなと思います。それで、令和７年の統合が決まっているから塩山北

中学区の人たちも「いいんじゃないの」と言っているように聞こえるが、私はそうじゃないと、

そこに力点を置くのではなくて、そういう行き付き先が決まっているからしょうがないね、じ

ゃなく、寧ろこの統合によってどういう風に子どもたちにメリットをちゃんと与えることがで

きるか、この辺をきちんと固めておいた方が良いと思います。この間、小野公秀市議が「自分

も統合の経験者だから、全体を見て判断すべきだ」というようなことを言っていたとのことで

すが、概ねそういう考えが底流に流れていると思います。つまり、令和７年に統合することが

決まっているからいいよ、ではなく、子どもたちのことを考えた時に統合の時期以上に統合を

することの意味を強調して欲しい。言っていること分かりますかね。 

事務局     まず、塩山北中学区ではこの再編の話が出た時点で、既に人数が少なくなることによって、部

活動の制限等、子どもたちの活動に制限がかかることへ心配があったようです。そのようなこ

とから、昨年１２月の保護者説明会で令和７年４月の再編をという話をした段階で、それより

前倒しはないのか、といった声もかなりいただいております。令和７年４月に対する賛否につ

いては分かりませんが、それぞれ保護者の方々は、現在、意見交換会においても、在学中に学

校が移るのは大変だから、子どもたちのことを考えると再編前の段階から、新しい学校に進ん

でいくことも選択肢のひとつとして入れて欲しい、などという形で子どもたちのことも考えな

がら再編については前向きな意見を多くいただいております。一部、小規模校の良さを発揮し

たまま維持して欲しいという声もありましたが、それ以上に、再編については前向きに捉えた

要望の方が強く出ていたと考えております。基本的には、一番初めの段階から既に再編という

ことを受け入れていただいており、説明会等でも次の段階に早く進んでいって、不安解消、交

通手段ですとか、制服ですとかそういったことを解消して欲しいという要望が強かったという

傾向が、昨年の１２月の保護者説明会の時点からありました。 

教育長     永田委員のご意見は、保護者の意見が統合を前向きに捉えているということの確認がしっかり

しているものかどうか、ということでよろしいでしょうか。 

永田委員    そういうことの、なんでそういう風になっているかという理由とかその基をちゃんと見極めて

おかないといけないということです。神金は非常に広いです。その各地域から１人か２人が中

学校へ行く。私の孫なんかもそうですが、身体を鍛えるためだなんて、歩いて行っています。

相当なキロ数がありますが、それがいけないということではなく、そういうことをしたい子ど

もたちの安全、安心を親もきちんと持ちたいということです。だから、子どもたちがやりたい、

こういう風に進みたい、こういうことをしたいということを実に背中を押して、統合というこ

とによってそこの心配はなく、安心して出来ますよということも理解する要因の一つだと思い

ます。親御さんの安心、安全を担保するということも一つの大きな要素になると思います。そ

ういう意味です。 

教育長     そうですね。確かに説明会でいただいた保護者のご意見をこちらがちゃんと正確に把握して、

その基に今後どう進めていくかしっかりと判断していくべきだと考えます。ただ、ここにまと

められていることは、その内容を十分に受け止めた内容になっていますし、今、事務局が話を

した通りの、私たちが説明会に行って、保護者の皆さんからいただいたものに基づいてまとめ

たものでありますし、発表もさせてもらっています。 

永田委員    あの、ちょっとすみません。大事なことだから。事務局が言われたように、以前から前向きに

考えている。統合というのを保護者も、恐らく子どもたちも前向きに考えていると。で、結果



として令和７年４月からということが出ていますけれども、それはこっちに置いておいて、ま

ずはどうしてそういう気持ちになっているのかということを大事にしてやりたいと思います。

そうすると、前期中等教育のこの３年間に、ただ勉強するだけでなく、人づくりに関わる大事

な要素を、この時期にやるべきだということを考えていくと、やはりこの３年間をどう過ごす

かということが非常に重要になる。そうすると、学校教育法とか色々読んだのですが、初等教

育の６年間で目標としてやることと、前期中等教育の３年間でやることというのは随分と違い

ますよ。だから、私はすごいなと思ったのは、小学校を統合しようとは言っていないというこ

とですよ。ここがミソ。小学校の６年間は何を目的としているか。基礎的なことを教えるんで

す。それには、近所のおじいちゃんやおばあちゃんなんかも含めて、そういう関わりの中で学

ぶことが非常に多い。であれば、そこはスクールバスでポーンと遠くに行って、そこの人々と

交流すればいいじゃないか、じゃなくて、やはり登下校中に声をかけたり、かけられたりとい

うようなことで、子どもたちの情操教育も良くなるだろうと考えていくと、小学校の６年間は

地元でしっかりと育てましょうよ、と。で、それを基礎にした前期中等教育はそこから飛躍し

ましょうよ、と。その飛躍するための一つの大きな経緯になるかもしれない、と塩山北中学区

の人たちは考えているかもしれないと思います。 

教育長     保護者の皆様方の想いというのは、永田委員が今お話しされたものをそれぞれの方が大事にさ

れていると私も思います。それで、その上に立って、今後のことについてどう考えていくかと

いう、その次の段階のご意見等が説明会では出されたように思います。ですので、資料の塩山

北中学区の２点目からの内容が主に出てきますよね。まずはやはり、通学は大丈夫なのかとい

うことを非常に心配されている。それは、絶対安全に子どもを登下校させてくれというのが強

かったかなと思います。それからもう一つは、令和７年までの間、統合になるまでの間に同学

年の子どもたちがどういう動き方をするのかというのを心配されていて、それに伴って塩山北

中学区は大丈夫なのかなと、そういう心配。そして、でも塩山北中学校は大事にして欲しいと

いうご意見もいただきました。進めるにあたって、そこも私たちはちゃんと保護者の皆様のご

意見を受け止めながら、子どもたちの意見も受け止めながら、慎重に進めていかなければなら

ないと思います。自分の子どもだけが塩山北中に行くことになったらという心配を真剣にされ

ている方がいました。自分の子どもだけが、あとは気づいたら令和７年を待たずに塩山中学校

へ行ってしまったということになったら切ないよねという話をされた方がいますし、その一方

で、だけど今一生懸命、塩山北中学校で頑張っている、１年生、２年生のこともちゃんと大事

にしたい。そういう想いも話をしてくれているので、それもちゃんと考えてやっていきたいと

思います。 

事務局     意見交換会で相対的に思ったことは、大和中統合の際には、いきなりクラス替えがあったり、

大人数になったりという環境に行くのは心配だという声があったのですが、塩山北中学区にお

いては大藤、神金、玉宮小というクラス替えのない規模ではあるけれど、今まで、比較的そう

いった意見がなく、逆に再編の前の段階から塩山中学校へ行きたい、その環境に慣れたい。と

いう意見が出ており、多人数の中で中学校生活を送ることの方が大切ではないかという考え方

が強いのかなと感じました。一部、小規模校の方が良いという保護者の方もいらっしゃいまし

たが、それ以外は基本的に再編については、前向きな、中学校については、ある程度一定人数

がいて、部活動の選択ができる中で、しっかりとした学校生活を送れる方が大切だと考えてい

る保護者の方が多かったように思います。その中で、通学の安全の確保等にしっかり取り組ん

で欲しいということが挙げられていました。なので、塩山北中学校を今の体制のまま残して欲

しいというご意見は少ない、ただ、塩山北中学校も地域の学校としてあるから、しっかりとし

たフォローをしてもらいたいという。そういう意味でいうと、やはり非常に前向きといいます



か、肯定的に捉えてくれている、中学校の再編により、現状の塩山北中学校の人数よりも大き

くなることの方が、メリットがあるという風に捉えてくれているのかなと認識しておりました。 

永田委員    先程の教育長の話ですが、例えばですが、塩山北中学校に入学したら、本来なら２０人いるの

に１０人しかいないよって。他の１０人は部活動で皆、塩山中学校へ行っちゃったよってなっ

たら、残った子は本当にびっくりしますよね。一緒の小学校に行っていたのに、あの子は塩山

中学校へ行っちゃう、私は…。というのは、子どもとすると予測できない現象ですよね。そう

なると、確かに子どもは不安になりますよね。そこはやはり、きちんとフォローしていかなけ

ればまずいですよね。 

教育長     いよいよ今の６年生が進学の時期に入ってきますので、永田委員がおっしゃったように、中学

校へ行って何を学ぶのかということを子どもたちにまず説明をしっかりしていく必要がある

のではないかなと思います。中学校というのはこういうところだよ、という話をしていくべき

だと。そして、統合についても、子どもたちに見えるように説明していくということも大事じ

ゃないのかなと思っていますので、考えとしては、２学期に入って、指導主事の方で学校訪問

を行いまして、大和の時と同様に説明していきたいと思います。 

教育総務課長  子どもたちに中学校を再編した時のメリットですとか、メリットばかりではなくデメリットも

ありますが、１３、１４、１５歳のその３年間、家庭から離れて友達と仲良くするだとか、一

番精神的に成長する時期だと思うので、そういった時期にそうした大きい学校の中で多様な考

え方に触れて成長するということが一番のメリットだ、というようなことを指導主事の方から

子どもたちに説明するということを考えております。 

永田委員    今の課長の話でよく分かりました。そうだと思います。そして、実は自分も統合の経験者とし

てものすごく印象に残っていることがあります。クラス委員長だとか、生徒会は選挙で選ばれ

ますよね。小さいところも選挙はあるけれども迫力が全然違う。迫力の違いが分かるかどうか

というのはとても大事です。それと、前期中等教育の民主主義とか、みんなで選ぶとか、そう

いうことの意味、意義が圧倒的に違いす。初等教育とは。そこで何に結びつくかというと、自

主自立ですよ。「しっかりしろ」なんて言われなくてもしっかりするんですよ。そういう状況に

あるから。そういう状況を私はステージと思っています。ステージは３つとか４つあって、そ

ういうステージをしっかりと子どもたちに提供するということが大人の責任ですよ。「可愛い

からずっと側にいて」と言って、本当に立派な人間になるのか、自分の立派な息子、娘にはな

るかもしれませんが、立派な人間に育て上げられるのか。 

教育総務課長  そうですね。社会で通用する人間を育てていくというのが大人の責任だと思っています。 

永田委員    例えば、校則を変えようとか、先生方と交渉したりする。結局、先生方の言った形になるかも

しれないけれど、自分たちの意見を言えるか、何かを決める際に自分たちも一枚咬む、そうい

うことが人間作りの重要な要素になるのではないかと思います。だから、前期中等教育、もの

すごく大事です。反抗期、異性への興味、自分たちのルールを作る、そういうことで自主自立

が培われていくことを考えると、子どもたちを囲うのではなく、旅に出ろというようなことを

言える勇気のある大人になる必要があるのではないかと思います。 

教育長     石川職務代理どうですか。 

職務代理者   はい。要望書を見ておりますと、賛成は３０パーセントぐらいですけれども、真ん中の「時間

をかけて検討するべき」という意見が一番多いですよね。反対意見の人が真ん中の意見の人を

引き入れるかのような意向が見えているような感じがします。 

先程、永田委員がご自身の経験をお話されましたが、私は実は、塩山南小学校から英和中学校

に行きました。そしてそれは、自分の意志ではなく親の意向でした。塩山中学校へ行くものだ

とばかり思っていたのに、突然試験に行かせられて英和中学校に行ったんです。全県下から生



徒が集まっているものですから、塩山南小で気が大きくなっていたのが随分消沈して、自分は

井の中の蛙だったというのがすごく分かりました。それで、悲しい中学校生活を過ごしたよう

な気がします。それが大人になってみてどうだったのかな、と思うと、地区の中学校に行って、

地区の歴史とかお祭りだとか行事だとかを学んで育った人と、途中からポーンと遠くに行って

しまって何も知らないまま育ったのと随分一生が違うのではないかなと。私は塩山で生まれて

塩山に嫁ぎましたが、塩山のことを殆ど知らず、塩山の人間じゃないような感じでした。教育

委員になって初めて知ったことも多くありました。大事な中学校時代をどういう風に過ごすの

か、小規模で過ごすのか、それともある程度大きい中でクラス替えをしながら切磋琢磨して過

ごすのか。松里地区の方々が区長会として、大人の意見をまとめているけれども、もっと子ど

もがどうしたいのか、子どものアンケートなどを取って掘り出したりした方がいいのではない

かと思います。大人の意見だけで先導するのは良くないなと感じました。以上です。 

教育長     ありがとうございました。加藤委員いかがですか。 

加藤委員    最初に現状のところだけ述べさせていただきます。先程丁寧に説明していただきましたが、全

部を読み取れていないかもしれないけれども、自分が感じたところで話すと、特に松里中学区

の現状として４点挙がっていますが、その内の一番上のところは、自分としてはちょっと気に

なるところです。要望書の中にも同様に謳っているところがありますけれども、住民の約７割

が受け入れていないという、そういうアンケートには読み取れないですね。賛成と反対だけみ

ると、賛成の方が多いですよね、１０％。その間に「令和７年ということに拘らないで、検討

して欲しい」という意見だけであって、何も反対しているわけではなくて、「前向きに検討して

いくことによって、私たちは賛成だよ」という風にとれば、逆に７割が賛成、前向きですね。

それで、その前向きだなと受け止められるのが、現状の２点目のところですが、これは記録な

んかを読むと、小学校区で集まれば集まる程、小学校区の方が、次に中学校に進学するからか、

こういう具体的で細かいことに非常に関心が高い傾向が見られますよね。これはどうなるとい

うような２点目に書いてある質問は、全て小学校の保護者から出ているという風にも取れます。

それを考えると、そういうことを全てクリアしたものを市から一方的に提示して話せという風

にも受け取ることもできますが、「そうじゃないよ、市は双方向でこれらを決めていくという

スタンスで話し合いを進めている。だから、皆さんからの要望を受けながら、その要望に少し

でも多く寄り添えるような形で作り上げていこうとしている。」という説明で十分ではないか

と思います。一方的に「バスはこうする」だとか決めつけられるよりも、皆の要望を丁寧に聞

いていくことをやっているから、こういう話し合いの進め方も非常に理にかなっているし、適

切だし、住民から見ても協働的と思っていただけるのではないかなと、今の進め方を肯定的に

捉えられる。それを進めていけばいいかなと思います。それから、３点目ですが、松里中学区

の方々が学校の存続が地域の活性化に直結するとの考えを有していると書いてあるのですが、

有しているのは誰なのか、このアンケートの結果だけではわからないですね。全ての人が地域

の過疎化と学校の存続をイコールに考えているとは思えないし、そのために、令和２年の答申

ができるまでの過程に、小学校は地域コミュニティの核として絶対に無くさないという、市の

強い思いがずっとあったと思うんですね。それが当然今も続いている。小学校はその学区のコ

ミュニティとして重要な意味を持っているということを大前提に市も方針を固めていて、大事

なところは、中学校においては再編の目的に示されているように、より充実した教育環境の提

供ということが目的であり、そのための再編だということを推していくということが最も大事

なところだと思うので、それが先程、永田委員もおっしゃったことに直結すると思うので、今

後も粘り強く続けていくことが良いかなと思いました。 

教育長     ありがとうございました。永田委員、松里中学区の現状について何かございますか。 



永田委員    このデータをどう読み取るか、ということであれば加藤委員の分析で、ほぼ言い尽くされてい

ると思います。やはり、一番見えないのが子どもの姿。この資料を見させていただくと、「松里

中学校統廃合について考える会」の委員、全部区長だとかそういう方ですよね。保護者もいる

でしょうけれど。そういう意味では、加藤委員の分析の通りだと思います。学校のあるべき姿、

将来的なものを展望する上においても、この組織の集約したものが子どもたちに課されるんで

すよ。それはどうなのかなという気がします。 

教育長     教育委員の皆様方から本当にありがたいご意見、ご示唆をいただいて、良かったと思います。

それで、そうした経過を基に、現時点で整理したのが「３．課題」でございます。課題を４点

整理させていただきましたけれども、この４点について、またご意見等頂戴したいと思います。

そして、皆様がおっしゃったように、私たちは、子どもたちのより充実した教育環境の提供と

いうことで１学年２学級以上を適正規模と判断し、甲州市の中学校の再編を進めていきたいと、

取り組みをさせていただいています。その中で今回、松里中学区の方から区長様を中心とする

「考える会」でアンケートを実施して、その結果を基に要望書が提出されているというような

状況でございますが、「真摯に受け止める」という回答ではだめで、ＡかＢかの二者択一の回答

を求められているのが現状でございます。松里小学区の保護者の皆様の説明を行ったときも、

冒頭、保護者の皆様から「真摯になんていう回答が教育行政を与かるものとして、そういった

回答はないだろう」という、本当に厳しいご指摘もいただいています。区長様を中心とする「考

える会」の要望書にある、進めるのか、止めるのかその二者択一で回答すべきだと、このアン

ケートが民意だからきちんとそれに対して回答するように、という非常に厳しいご意見を頂戴

しましたので、課題についてご意見をいただく中ではこのことについてもご報告させていただ

きたいと思います。区長様を始めとする「考える会」の皆様からも、これが松里地区の民意だ

と言われましたので、それも正直非常に厳しいご意見だったと受け止めております。報告まで

にございます。 

職務代理者   はい。 

教育長     石川職務代理どうぞ。 

職務代理者   考える会の代表の方は、説明会にいらして、民意だという話をされましたか。 

教育総務課長  地区説明会の時に来ましたが、それはまだアンケートを取る前の段階でした。アンケートの結

果を出しに来た時に、代表と区長会の会長と事務局の３人で来られています。 

職務代理者   その方たちと何とか話し合いを設けて、納得してもらわないとどうしようもないのではないか

と思いますよね。 

永田委員    はい。 

教育長     永田委員お願いします。 

永田委員    通常、これを流れのまま素直に聞けば、これは民意ですから松里地区に関してはこれをひっく

り返すことはできない。ということは、大変申し訳ないけれども、この統合というステージか

らは、一度外させて貰い、令和７年の４月を目標に、統合できるところで統合したら良いので

はないかと思います。で、私が今、何故言葉が詰まったように言っているのかというと、ここ

で発言して、あの人がこう言った、この人がこう言ったからこうしますよ、では困るんです。

教育行政ですから、行政の組織として、これまでの事実を積み重ねていくと、期日までにでき

ない。できるところからやる。というのが通常だろうと。通常に進めていくと。統合に関して

も令和７年に出来るところもあるし、出来ないところもあるかもしれないけれども、その議論

は、今は出来ない。統合で進められることについて会議を開き、スムーズにいけるように、と

いうことじゃないでしょうか。 

教育長     ありがとうございます。加藤委員どうでしょうか。 



加藤委員    他の場面でもこういった要望書が来ると思うのですが、私たちなんかより市の職員の方がそう

いう物への対応をご存じだと思いますので、その対応に沿って判断をされていくというのが基

本だろうと個人的には考えます。その中で、先程あったように、要望書への明確な回答を示さ

ないと説明会も開催できないかもしれないということがありましたね。何を要望されているの

か、どのような回答を求められているのかがあやふやだったのですが、教育長からの説明で、

二者択一で回答すべきだということを迫られているということだったので、そこまで厳しい状

況ということが分かりました。自分としては、ＡかＢかなんていうことを回答する必要はない

し、回答できない。市政が混乱したり、元々の趣旨がひっくり返ったりすることになりますの

で。当然現状の方向で進むということであれば、それをベースにした回答をしていくと。それ

で、それをベースにした回答をするときに、「考える会」のご意見の中で、一番根っこに持って

いるのは「地域が廃れてしまうのでは」という想いと、これまでの経過について十分にご理解

いただいていない中で、令和７年４月という期日を先に示されてしまった、ということにとて

も拘っているようにも読み取れます。ただ、今までいただいた資料の中に、再編する期日が書

いていないじゃないかというご意見があったような気がしますけれど、その辺が行き違いかど

うか分からないですが、そこありきで話が進んでいるという印象を、一方的に思い込んでいる

ところを紐解く回答がないのかなと。何故、令和７年４月なのかというところ。答申の中で決

められた期日だから、というより、将来的にここで学ぶ子どもたちの学びにより良い環境を作

る極めて重要な区切りの時ですよ、という説明を、ここにも書いてはあるが、丁寧にしていく

ことが大事だなと思います。総合教育会議で、教育の分野だけでなく、地域の活性化、などト

ータル的に話し合って、そういう要望や課題にも取り組んでいますよということを言える内容

に膨らませていくと良いのではないかと思いました。 

永田委員    あの、先程の自分の意見とは違うわけではないけれど、本当にこれは気を付けた方が良い、教

育行政の立場として。進まないからこのステージから降りて下さい、ということだけれども、

それをいきなりやってしまったら、大変なことになるかもしれないと思います。教育だけでな

く、政治の問題みたいになってしまって、地域に相当な禍根を残すようなことになりかねない

ですよね。とにかく、今のままではどっちにも進めない。塩山北中学区は出来ますよ。だけど、

松里中学地区のところをどういう風に進めていくのか。加藤委員のご意見を聞いて思ったのが、

教育委員会が前面に出るのとは別の場面で、地域の活性化とかそういう物は別のサイドでやっ

てもらう。これを一緒にしてしまうのは、一番犠牲になるのは子どもだから、それは絶対に避

けないといけない。そこのところを考慮すべきだと思います。 

教育長     事務局の方はどうですか。 

事務局     はい。お手元に松里中学校統廃合に関する要望書をお配りしてありますが、後ろから３枚目を

ご覧ください。２月１７日付けで松里中学校統廃合に関する要望書という形で出てきています。

これが一番初めの要望書になるかと思います。中段の「当会は」というところになりますが、

「まず対話を始める環境を甲州市教育委員会として早期に立ち上げていただき、この環境が整

うまで一方的な考えで具体化を進めることのないよう、ここで一度立ち止まることを強く要望

する。」とあります。コロナ禍で住民説明会が開けていない状況の中でこの要望書が出てきま

した。保護者にだけ説明して、まだ地域に説明していないというのもあってこれが出てきた形

になるかと思いますが、コロナ禍で少し待って欲しいとこちらの方でお願いした中で、４月６

日に２回目の要望書という形で改めて、「住民の意見を踏まえたうえでの意思決定を行うとい

うことであるから、住民の意向が明らかになっていない現状において、統合を前提とした文科

省とのヒヤリングには決して臨まないよう強く要望する」という要望がありました。それに対

して、５月に地域説明会を開催させていただきますので、ということで、是非そこに参加して



いただいて、皆様のご意見をお伺いする予定ですのでご理解いただきたいという内容の回答を

させていただきました。５月１２日に松里地区の地区説明会を開催したのですが、５月２０日

には住民意向調査を始められている。要望に回答する際、「私共としてはまずは全部の地区の

バランスを取るために市民文化会館を使って、塩山北中学区、松里中学区、塩山中学区で開催

いたします。地域からの要望をいただければ、地区公民館等での開催をしていきます。」という

話をしていた中で、５月１２日の１週間後にはアンケートを実施して、その結果を受けて中止

するように、という要望がありました。こちらとしては丁寧に地区に対して説明をしたいとい

う考えがある中で、要望書を出しているから、ＹＥＳかＮＯかをはっきり出すようにと、意見

交換会においても、要望書が出ているのにまだ意見交換会をするのか、その前に教育委員会と

してはっきりと回答を示せ。と言われている状況となっております。７月１９日付けの「松里

中学校統廃合に関する回答書」に対する再度の要望書では、２つの要望事項として、まず「保

護者を含む松里住民の約７０％が令和７年４月の松里中学校の統廃合は受け入れられないと

のアンケート結果を踏まえ、令和７年４月の統廃合は中止していただきたい。」、２つ目として

「今後、地域住民の意向を十分に取り入れられるよう新たな仕組みの中で時間をかけて検討し

てもらいたい。」というものが出されています。こちらとしても、丁寧な説明をして理解を求め

ていくための機会を設けようとしても、区長会からこういう形で出てきているので、そこに繋

がっていない状況にあります。そうはいっても、今後、課題の２番目にありますように、秋に

は既に６年生たちの進路を決める重要な時期に入ってきますので、子どもたちや保護者のこと

を考えると早めの結論を出すことも必要であります。丁寧な説明をして理解を求めていくこと

と、今の６年生への結論をこのような苦しい状況ですが、決めていかなければならないという

差し迫った状況です。 

永田委員    はい。そうすると、この文だけみると、教育長宛てに７月１９日、『「松里中学校統廃合に関す

る回答書」に対する再度の要望書』で、（１）（２）の２項目あります。「松里中学校統廃合に関

する」だから、極端に言うと塩山北中学区の統合については、このまま令和７年４月に統合す

るということで進めていいですね。ということですよね。今までの話を聞きながら心配したの

は、松里中学区だけ統合を取り止めるということになると「切られた」という意見が出てしま

わないかということ。そんなことは毛頭ございませんと言っても、誤解されてしまう恐れがあ

ります。「時間をかけて検討してくれ」と言っているだけだと。ただ、一方で塩山北中学区の方

では「このままいけば令和７年４月に統合するだろう。」と思っている。ここの扱いですよね。 

教育総務課長  この要望書の中で、区長会という公の団体がはっきりと令和７年４月の松里中学校の統廃合は

中止していただきたいということを言っていますので、そこは「切られた」とかそういった考

えはないのではないかと思います。 

永田委員    令和７年４月というのは自らが切ったということですね。自らがこのステージには乗らないよ、

と言っていると理解ができるということですね。 

職務代理者   今後の説明会の予定、時に松里地区はどうなっていますか。新しい仕組みの中で時間をかけて

検討してもらいたいというので、その中で地域住民の意向を十分取り入れられるようにして欲

しいという要望があるわけですよね。そこで、その説明を井尻小、松里小のみでもなんとか開

催して、新たな仕組みというのは何か考えて、検討してもらいたいというわけですから。予定

はあるのでしょうか。 

教育長     先程、事務局が説明した通り、説明会を開くにあたっての条件がその要望書の中に入っており

まして、松里中学校の統合を進めていくのか中止するのかそのどちらかを回答しない限りは説

明会にも応じられないということを訴えてきておりますので、こちらも説明の場を用意したく

ても、まずはそっちをはっきりしなければ応じられないと言われているので、私たちにとって



は厳しい状態となっています。それでは、課題について、ご質問等はよろしいですか。 

 

              「はい」の声 

 

教育長     ここからが難しいところでして、今、委員の皆様方から言われた通り、丁寧に説明をしていっ

て色々な誤解もあったかもしれないし、それらを払しょくする中で、やはり計画通り２校体制、

１学年２学級以上の適正規模にして進めていくのか、ということですね。松里地区の方たちに

ついても過疎化とかまちづくりとかそういう視点も市の中で、別サイドで進めながら。だけど

教育委員会は子どもたちの教育環境を充実させて、将来の社会の担い手の子どもたちにきちん

と学びを保証していきたいと強く訴えていって、丁寧に説明していき、保護者の皆様に理解を

得る中で令和７年４月１日を見据えて、同時に進めていくのか、というのが一つ。もう一つは、

これも委員の皆様からの意見として出ましたが、同時は難しいだろうということで、それであ

ったら保護者の皆様が統合にご理解をいただいているものについては、計画通り行う。きちん

と保護者の皆様方と、子どもたちと、丁寧に説明をしていく中で、一つずつ課題を解決しなが

ら統合を進めていく、と。もう一つは要望書があって、民意といわれる中で、教育環境の充実

を説明しながら進めていくにも、正直厳しい状況が待っているだろうから、だとすると、２つ

の地区で温度差があるので、慎重に時間をかけて進めていく。同時には行かないという考え方

も出てくるのではないかなと思います。課題について、現実的に対応していく中で、どうして

いったらいいのか。それでも正直申し上げると、全て白紙というのは出来ないですよ。それを

してしまうと、今までのことは何だったのかと。これは教育行政に携わる者としての責任を問

われることになりますので。一生懸命子どもたちのために考えて、これをやっていこうという

ことで、やってきたこの段階で全部ゼロベースというのはあり得ないと思っています。 

永田委員    それはその通りですよ。これまで、どういう風な思いで審議をしてきているのか、自分の意見

を言わせてもらってきたのかということは、何人たりとも無視できませんよ。酔狂にやってい

るわけではく、それなりの役目を承知して発言しているわけですから、そういったことの重み

も感じてもらわないと困ります。それが紳士的な話し合いというものです。 

一方を支持すると一方は反対したくなる。この反対したくなる人たちが間違っていることを言

っていると思ってはいけないと思います。その人たちにも真理がある。その人たちが言いたい

ことはいったい何なのか見極めないといけない。そういうことはやらなければならない。それ

がきめ細かなこれからの説明に繋がっていくことだろうと思います。 

事務局     ５月１２日の地区説明会の際に出た意見に、生徒数についてのものがありました。区長会への

説明の資料７ページになるのですが、地域の方の意向としましては、松里中学校の生徒数は現

段階で１０４名、塩山北中学校は４８名とその半分である。令和７年の段階であっても、８２

名に下がるが、その後も９０を超え、松里中学校については微減の状態である。県内において

も１００名規模の学校はまだある中で、塩山北中学校と比べるとまだ再編をしなくても頑張れ

るのではないか、というものです。教育委員会としましては、塩山北中学校も松里中学校も１

学年１クラスというクラス替えが無い状況で同じであり、教員の配置等も同じなので、そこは

状況としては変わらないですよ、という話はしているのですが、まだ人数もいるし部活動もあ

るだろうから、まだもう少し頑張れるんじゃないか。もう少し頑張って、やむを得ない最後の

時に統合する、というのが現段階で出ている「もう少し後で」という意見に繋がっているので

はないかと感じています。後はそういった中で、自分たちも卒業した学校を半分の生徒数のと

ころとは状況も違うので、一括りにするのはどうか、といった意見もありました。現状、少子

化が進んでいる状況でありますので、地域で子どもがいる世帯は全体の１割程度という状況も



あります。「考える会」のアンケートの２ページにもあるのですが、一番下のアンケート回答集

計数値のところ、一般の合計は２，２４４名、保護者家族は４６５名と圧倒的に保護者の家族

の方が少ないという状況があります。再編の必要性を子どもたち、保護者の方たちに説明して

いって理解を得る中でも、まちづくりの拠点という部分と子どもたちの学び舎という、学校の

持つ二面的な側面の両方を説明していかないと、今回の要望書を全て答えてやっていくのは難

しいのかなと思います。また、それを限られた時間の中でやっていくのは非常に困難であると

感じます。あとは、説明はしっかりと行っていくんですが、それを伝える環境をいかに作って

いくことが課題だと思います。 

職務代理者   要望書に、「ＹＥＳまたはＮＯのいずれかでお答えいただき～１週間を目途と致します。」とあ

りますが、回答はどうなっていますか。 

教育総務課長  回答はその資料の２枚後ろにあります。７月２７日付けの教育長名で回答を出しております。

今後しかるべき時に考えを表明致しますので、ご理解の程よろしくお願いいたします。といっ

た内容です。 

職務代理者   ＹＥＳ、ＮＯとはまだ言っていないということですね。 

教育総務課長  そうですね。 

教育長     あとは、①令和７年４月に向けて３校同時に進めていく、②ゼロベースにする、③できるとこ

ろを先行する、という考えがありますが、もう一つは３校同時に時期を遅らせるということが

考えられます。ですが、これも難しくて、塩山北中学区の状況がそれを許さないと思います。

統合という話を聞いて、もう動き出している保護者の方もいる中で、「話が違う」となってしま

すことが考えられます。どの案も厳しいのですが、今考えられる案を出してみました。 

次回１７日に定例教育委員会がございますので、ここからまた話をさせていただきたいと思い

ます。よろしいですか。皆さん。 

 

              「はい」の声 

 

教育長     上手くまとめられませんでしたが、今後の課題解決に向けた取り組みとして、今、私が申し上

げたところで、今日は終わりにさせていただきます。 

では、ここで日程第１ 塩山地域中学校再編については閉じさせていただいてよろしいでしょ

うか。 

 

              「はい」の声 

 

教育総務課Ｌ  本日の議題は以上となります。 

以上をもちまして、令和４年第２回臨時教育委員会を閉会いたします。ありがとうございまし

た。 

 


